
第６期(第３回)新津地区公民館運営審議会 

次 第 

日時：平成 30年 7 月 11 日（水）午後 3：00～ 

会場：新津地区公民館 502 研修室

１ 開 会 

２ 議事・報告事項 

（１）平成 29 年度事業報告について 

  ① 新津地区公民館  ・・・・・・・・・・・・・〔資料１－１〕 

② 小須戸地区公民館 ・・・・・・・・・・・・・〔資料１－２〕 

  ※ 事業評価シート 

① 新津地区公民館  ・・・・・・・・・・・・・〔資料１－３〕 

② 小須戸地区公民館 ・・・・・・・・・・・・・〔資料１－４〕 

（２）平成 30 年度公民館基本方針について ・・・・・・〔資料２〕 

（３）平成 30 年度事業計画について 

  ① 新津地区公民館  ・・・・・・・・・・・・・〔資料３－１〕

  ② 小須戸地区公民館 ・・・・・・・・・・・・・〔資料３－２〕 

（４）その他 

３ 閉 会 







資料１－２

小須戸地区公民館

回数 時間帯 定員
参加者数
(人）

延参加者
数（人）

学校
地域教育
ｺｰﾃﾞｨﾈｰ
ﾀｰ

コミ協・自
治連・老人
会

活動協力
員（人）

1 にいがたボケ１スリッパ卓球大会 スリッパ卓球による新潟県大会 1 総合 1 午前・午後 なし 110 110 ○ 2
実行委員会・スポーツ振興
会・スリッパ卓球クラブ・小
須戸コミ協・山の手コミ協

2 冬でも花いっぱい運動 花の植栽作業による地域団体の連携強化 ○ ○2 総合 2 午前・午後 なし 282 282
山の手コミ協・小須戸
小学校・矢代田保育園

○ ○ 13 こすどクッキング教室 食育・料理の基本を学ぶ（男の料理，おはよう朝ごはん） 2 総合 4 午前 - 29 49
小須戸ｺﾐ協・食生活改
善推進委員・楽陶会

4 初心者のフラダンス 穏やかな運動で健康の増進と仲間作り　「月の夜は」を踊る 1 成人 4 夜間 20 22 79

5 語り継ぐ小須戸の文化 地域の魅力を探訪して再発見する（護摩堂山や三国街道　スライド映写） 1 成人 5 午前・午後 - 55 93 1

○ 26 世代間交流事業 祖父母と孫で伝統行事を学び共通の体験をする(門松づくり） 1 総合 1 午前 30 34 34

2．学・社・民の融合による人づ
くり、地域づくりを推進する事業

7 新津南高校開放講座
土曜日、新津南高校で教諭による教養講座や実技指導
（染色・統計・缶詰のみかん・蒔絵）

○1 成人 5 午前 20 17 77 1 新津南高校

3. 家庭の教育力の向上を支
援する事業

8 家庭教育講演会 園児・学童期の保護者を対象にした家庭教育講演会 ○ ○ 12 成人 2 午前・午後 なし 30 30
小須戸小学校・小須戸
幼稚園

9 こども「創造塾」
集団活動や体験教室により子どもたちが自ら考え創造する力を育む
（科学実験・チャレンジダンス・アジャタ＆スリッパ卓球体験）

○ ○ ○ 35 青少年 7 午前 - 248 248
矢代田小学校・小須戸
小学校・薬科大学・山
の手コミ協

10 ディキャンプ
長期の休みを利用した子どもの体験学習（ネイチャーゲーム・非常食・抹
茶）

○ ○ ○ 51 青少年 1 午前 20 19 19
矢代田小学校・小須戸
小学校・山の手コミ協

○11 子ども人権講演会 「いじめを絶対に許さない」学校づくりをめざした講演会 1 青少年 1 午後 なし 232 232 小須戸中学校

12 夏休み勉強部屋オアシス 小中高校生対象の夏休み期間中での勉強部屋 1 青少年 14 午前 なし 159 159 1
小須戸まちづくりセン
ター

5.高齢者の学習や社会参加
を支援する事業

13 高齢者生きがい講座
生活に潤いと楽しみを感じてもらう行事を開催（笑いヨガ・健康講話と健康
体操）

1 高齢者 2 午後 なし 48 48 ○ 小須戸高齢者クラブ協議
会・秋葉区健康福祉課

14 フラワーアレンジメント 花と緑の小須戸地域。花の歴史や花の文化について学ぶ 1 成人 3 午前 15 17 49

15 プチ書道教室 筆字での書き方を学ぶ 1 成人 2 夜間 20 20 39

16 楽しい絵手紙　Ｐart２ 下手でも誰かに喜んでもらいたい、そんな優しい気持ちを伝える 1 成人 3 午前 15 15 42

7.その他 17 体験！ニュースポーツ入門 三世代で様々なスポーツに挑戦 1 総合 2 夜間 なし 38 45 1
スポーツ振興会・卓球
クラブ

18 小須戸地区市民展 地域住民による作品展示 　３７団体　出品数３１５ 1 総合 2
午前・午
後・夜間

○ ○ 8なし 710 710 小須戸文化協会

○ ○19 小須戸地区芸能祭 地域住民による芸能発表会　１７団体　プログラム数２０ 1 総合 1 午前・午後 なし 500 500 小須戸文化協会

20 小須戸地区囲碁・将棋大会 市民参加による囲碁将棋大会　（将棋13人　囲碁4人） 1 総合 1 午前・午後 なし 17 17
小須戸囲碁将棋愛好
会

21 こすど地区公民館報の発行 公民館や地域の明るい話題や情報を紹介 1 総合 10 午前 - 5 50 公民館報編集委員

28 － 73 － 2607 2912 8 5 8 22

連　　　　　　　携
特記事項

1. 地域コミュニティ活動の活
性化を支援する事業

4．青少年の生きる力を育む
事業

平成２９年度 事業報告

開
設
数

対象

6．現代的課題を探り，解決を
支援する事業

合　　　　　計

重　点　化 No 事　　業　　名 事業の目的・主旨



資料１－３

重点名

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分

2 6 1

　公民館出前型講座として各学校で実施している地域
交流事業は，まだ一部の学校での実施となっている。
学校を地域の学びの拠点とし活力ある地域づくりのた
めに，今後も各学校の要望等を聞きながら，積極的に
事業を進めてほしい。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｄ

１．地域コミュニティ活動の活性化を支援する事業

　今年度，新たに始めたプログラムもあり，若干充実した内容
となった。既存の体験事業の内容の見直しなども検討し，引
き続き進めてほしい。

　受講したくても時間的に参加できない人のために，土
日や夜間の開催なども，今後検討していく必要があ
る。

　子どもの心身の発達に関する理解や保護者の不安解消，仲
間作りなどの支援は非常に重要な分野であり，引き続き公民館
の重点事業として，家庭教育学級に取り組んでもらいたい。ま
た，核家族化や一人親世帯の増加など家族形態が多様化する
なかで，公民館が本来ターゲットにしている人から講座に参加し
てもらえるよう，工夫をしながら実施してほしい。

　長期の継続事業が多くなっているが、薬科大学など
の学生と連携したプログラムなどの企画により，さらに
魅力ある体験事業を行い，子どもたちの創造力を向上
させるよう検討を行う必要がある。

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

　新たな学校との連携を増やすため，事業の目的や効果
について理解してもらえるよう，さらに学校との意見交換を
進めていく必要がある。

7人

3.5

評点 コメント

受講者の気
づき（平均値）

－

コメント

95.5%

館長
評価

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

　コミュティコーディネーターの育成は，コミュニテイ活
動活性化のための重要な事業といえる。引き続きコ
ミュニティビジネス実践講座のほか，各地域のニーズ
にあった活性化事業を検討・実施してほしい。

　地域コミュニティの活性化には，その地域の特性に
合った事業実施が必要であり，地域の要望等の聞取り
が重要となる。より効果的な事業を実施できるよう，引
き続きコミ協や学校との意見交換を密にしていく必要
がある。

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

評点

必 要 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

4

学社民を推進するため、地域や学
校との協働事業は必要である。

関係者との企画、実施に向けた調
整は今後も必要である。

関係機関等との協働により効率的
な運営であった。

3.5

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

3.8
住民の繋がりや地域課題への取
組みを支援するうえで必要である。

結果

２．学・社・民の融合による人づくり、地域づくりを推進
する事業

80%

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分 ４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

７　事業

４．青少年の生きる力を育む事業

　地域におけるボランティア活動や各種体験活動を実
施することで、子どもの社会的成長を支援するとともに
「地域で子どもを育てる」体制、意識の醸成を図る。

　学校・地域・公民館が協働で事業を実施することで、
地域連携を推進し、地域全体の教育力向上につなげ
る。

３．家庭の教育力の向上を支援する事業

　家庭教育学級の実施や親子の居場所を開設するこ
とで，親の学びや仲間づくりを支援し、子育て期の不安
や悩みの軽減を図る。

－

コメント

1 1

平成２９年度事業評価シート（新津地区公民館）

サークル
結成数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

その他成果
（品）及びそ
の活用等

総事業数（　３５　）

80%

　コミュニティ協議会や学校と連携して事業を実施する
ことで地域との協働を推進する。また，地域の課題解
決に関する事業を実施することで地域力の向上につな
げる。

成果

受講者の気
づき（平均値）

4人
企画委員
希望者数

80% 96.6%
受講者の満
足度(平均値）

目標値 結果 コメント

80%

１．コミュニティ（５）　２．学社民（４）　３．家庭教育(６）　４．青少年（７）　５．高齢者（１）　６．現代的課題（３）　７．その他（７）

７　事業

その他成果
（品）及びそ
の活用等

－ 1
ゆりかご学級受講者が
サークルを結成

◆ ◆スクールコンサート　 初心者彫刻教
◆ ◆ ◆室　 防災教室　 秋葉区の学び　 地

◆域のガイドさんに学ぶ　 あきは未来塾
◆ おはよう朝ごはん

◆ 家庭教育学級
① ②（ﾌﾟﾚﾏﾏ・乳児期・幼児期 ・児童期）

◆ 子育てサロン
◆ 家庭教育講演会

２　事業

◆ 地域交流事業（10講座）
◆ ＧＩＰ集会

地域交流事業で健康吹
き矢でｻｰｸﾙ結成

地域交
流事業に
おける新
たな学校
との連携

新津第二中学校

目標値

－ -
サークル
結成数

サークル
結成数

目標値 結果

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

7

有 効 性
（平均値）

4
関係者との企画、実施に向けた調
整は今後も必要である。

効 率 性
（平均値）

3.7
学校等との協働により効率的な運
営でああった。

受講者の気
づき（平均値）

80% 69.0%

その他成果
（品）及びそ
の活用等

家庭教
育学級と
子育てサ
ロン連携

企画委員
希望者数

19人

受講者の満
足度(平均値）

80% 95.5%
家庭教育講演会は93%で，
その他は100%の満足度。（ｻ
ﾛﾝはｱﾝｹｰﾄ未実施）

有 効 性
（平均値）

3.2
誰もが気軽に参加したいと思えるよう，企画･
実施･広報など，今後も検討は必要である。

効 率 性
（平均値）

3.7
母子分離による講座実施は，効率
的な学習が行える。

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

3.4
核家族化や家族形態の多様化に伴い、家庭
教育力の向上と仲間づくりの場として必要で
ある。

７　事業

◆ ◆ ◆あきは体験隊　 夏休み科学実験　 ｸﾘｰ
◆ ◆ﾝ作戦　 あきは未来フォーラム　 こども

◆「創造塾」（10講座）　 あきは自然観察会(子
◆ども編)　 学習室解放事業

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

－ －

企画委員
希望者数

0人

受講者の満
足度(平均値）

80% 98.2%

7

有 効 性
（平均値）

3.5
子どもの満足度も高く，創造力を伸
ばすうえで有効。

効 率 性
（平均値）

3.7
関係機関との調整により効率的な
運営であった。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

4
子どもの体験活動や他者との関わりか
らの学びは，これから成長するうえで非
常に重要。

受講者の気
づき（平均値）

80% －

その他成果
（品）及びそ
の活用等



資料１－３

重点名 秋葉区運営審議会委員意見

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

　現代的課題は，社会状況の変化に応じ流動的なものである
ため，テーマの設定が非常に難しい分野であるが，公共性・
社会性、現代性・緊急性の視点も踏まえて今後も実施してほ
しい。

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

館長
評価

　毎年，高齢者に人気の講座で，今年は秋葉丘陵と西蒲区
の佐潟において植物観察を実施した。一部の受講者でｻｰｸﾙ
が結成され今後の講座のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとして活用でき目的は達
成されたと思う。今後もﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑや講師の見直しを検討しつ
つ，高齢者の学習支援として引き続き実施してほしい。

1 2

５．高齢者の学習や社会参加を支援する事業

　自然や伝統、文化など地域の特性や独自の課題を
学ぶなど、高齢者の学習機会を充実し、地域活動など
に参画していくための主体的な学習活動を支援する。

● 評価の観点
【必要性】
　１．意図することが結果に結び付いている
　２．事業の目的が教育ビジョンや公民館の基本方針等に
　　　合致している
　３．市が税金をかけて行う必要がある
　４．事業の目的、成果から見て、対象や事業の狙いを見
　　　直す必要はない
　５．この事業を廃止した場合、支障がある
【有効性】
　１．達成度は満足できる
　２．成果指標の目標値を達成するために、事業内容や集
　　　団は適当だった
　３．他機関との連携が図られている
【効率性】
　１．この事業の成果に費やした労力は適当だった
　２．この事業の成果に費やした時間は適当だった
　３．この事業の成果に費やした事業費は適当だった
　４．参加者の実費負担額は適当だった

● 館長評価
　Ａ　事業の拡大
　Ｂ　現行どおり（事業の見直しを含む）
　Ｃ　事業の縮小
　Ｄ　事業の廃止

６．現代的課題を探り、解決を支援する事業

　暮らし、生きがい（趣味）、健康等をテーマに講座を実
施することで、これからの生きがいづくりや仲間づくり
の場を提供する。

成果

評点

１　事業

◆ あきは自然観察会（春夏編）

目標値 結果 コメント

受講者の満
足度(平均値）

80% 92.0%
リピーターはもちろん、
新規の満足度も高かっ
た。

受講者の気
づき（平均値）

80% 60.0%
学習意欲はあるが、グ
ループ化や他者を巻き
込むまでではない。

サークル
結成数

1 1
ｻｰｸﾙ「まつぐみ」が結成
され植物の観察のﾎﾞﾗﾝ
ﾃｨｱ育成ができた

企画委員
希望者数

7人
講座期間中の働きかけ
や委員の継続など。

必 要 性
（平均値）

3
自然観察に限らず，シニアの学習意欲
を高める社会参加につなげる講座は必
要。

有 効 性
（平均値）

3
ｻｰｸﾙの結成とﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ育成ができ
目的は達成された

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

効 率 性
（平均値）

2
講師謝礼が高額と考えられるが，企画
委員、職員の役割は適当であった。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

　自然観察会は，長年継続してきた人気の高い講座で
はあるが，シニアの学習意欲を高め社会参加につな
がるような内容について，再検討が必要である。

３　事業

◆ 茶の間の学校
◆ Akiha　de 夜会
◆ シニアの健康塾

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

受講者の満
足度(平均値）

80% 92.0%

受講者の気
づき（平均値）

80% 85.6%
参加者の気持ちをとらえ
ることが出来た運営で
あった。

－ －

企画委員
希望者数

10人
事業の実施内容におい
て参加者の主体的な関
わりの存在が大きい。

必 要 性
（平均値）

3.3
テーマの設定が難しい分野だが，地域
特性や時節に応じた講座は必要。

有 効 性
（平均値）

3.6
現代女性の生き方やシニアに関心の高い健
康について取り上げ，満足度も高く有効。

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

　今後も，地域や住民がどのような課題を抱えている
のかを常に意識し，講座を作りあげていくことが必要で
ある。

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

1

効 率 性
（平均値）

4
講師、企画委員、職員の役割は適
当であった。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ



資料１－４

重点名

事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分

学校側の多大な協力で実施できている事業。受講生
は楽しみながら学んでおり、このままで良いと思う。

2

4

評点 コメント

受講者の気
づき（平均値）

1

＜コメント＞
昭和61年から続いている講座で、すっかり地元に定着
している。受講生の学習意欲も旺盛で評価する。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止 Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

1 1

ボケ１，冬でも花，クッキング，フラダンス， 家庭教育講演会

１．地域コミュニティ活動の活性化を支援する事業

＜コメント＞
人権講演会については、担当者の労力や費やした時
間を考えると、無理に実施することはないと思う。

参加者の伸び悩みがあることから、テーマや開催時期
について事前に十分な検討が必要。

＜コメント＞
平日開催の家庭教育学級に参加できない方たちが少
しでも参加しやすいようにと、単発の講演会方式で園
や学校を会場に開催したことは評価する。

人権講演会については、秋葉区区民生活課が同様の
人権啓発事業を行っていることから、公民館が実施す
る必要性は低い。

Ａ Ｂ Ｃ

４．青少年の生きる力を育む事業

さまざまな体験活動や他者との関わりを通じて、青少
年の生きる力を育む。

高校が有する人的・物的専門的教育機能を地域社会
に開放し、地域住民に専門的知識、技術及び教育に
関する学習の機会を提供する。

３．家庭の教育力の向上を支援する事業

子育て中の母親への支援、子育ての知識や情報など
を提供すること、不安や負担を軽減するとともに参加
者同士の仲間づくりを図る。

100%

コメント

無

館長
評価

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

＜コメント＞
「小須戸の文化」は三年経過したが、地域の人の関心
も高く人気の講座であった。また内容も濃いとても良い
講座で高く評価する。

スリッパ卓球大会が実行委員会方式となって三年経
過し、事前準備や当日の大会運営が適切に行えるよ
うになったので、公民館の関与を減らす方向に持って
いくようにしたらどうか。

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

評点

必 要 性
（平均値）

有 効 性
（平均値）

効 率 性
（平均値）

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分 ４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

1事業

１．コミュニティ（６）　２．学社民（１）　３．家庭教育(１）　４．青少年（４）　５．高齢者（１）　６．現代的課題（３）　７．その他（５）

６事業

その他成果
（品）及びそ
の活用等

無

結果

２．学・社・民の融合による人づくり，地域づくりを推進
する事業

80%

平成29年度事業評価シート（小須戸地区公民館

サークル
結成数

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

その他成果
（品）及びそ
の活用等

総事業数（２１　）

80%

地域についての学習や交流を通じて、地域の一体感
を醸成し、地域の活性化を図る。また、地域の人々を
繋げていく人を育成する。

成果

受講者の気
づき（平均値）

4

4

専門性の高いプログラムの必
要性はある

学校と地域住民の距離を縮め
、親しみを与えてくれる事業

材料費の実費負担はやむを得
ない

65%

目標値 結果 コメント

１事業 新津南高校学校開放講座

目標値 結果 コメント 目標値

無
サークル
結成数

サークル
結成数

13
フラダンス５、小須戸
の文化８

企画委員
希望者数

80% 98%
クッキング、フラダン
ス、小須戸の文化、世
代間交流

受講者の満
足度(平均値）

80% 75%
クッキング、フラダン
ス、小須戸の文化、世
代間交流

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

3.7
地域住民交流促進や地域の文
化・伝統を学ぶ必要性は高い

有 効 性
（平均値）

3.7
地元に根差した地域づくりに有
効であり、参加者の満足度も高
い

効 率 性
（平均値）

4
いずれの事業も労力・時間・事
業費は適当だった

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

5

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

80% 90%

受講者の気
づき（平均値）

80%

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

4
子どもの発達段階に応じた家
庭教育の学習機会の提供は必
要

有 効 性
（平均値）

3
学校側の協力もあったが、参
加人数が伸びなかった

効 率 性
（平均値）

4
参加者には高評価をいただい
ている

Ｄ

４事業 こども創造塾，ディキャンプ，オアシス，こども

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

無

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

80% 91%
こども人権講演会、
ディキャンプ

受講者の気
づき（平均値）

80% 90%
こども人権講演会

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

3.8
自立心や協調性を学ぶことの
できる事業の必要性は高い

有 効 性
（平均値）

4
子どもたちの満足度は高い

効 率 性
（平均値）

3.8
人権講演会を除く事業について
は、労力・時間・費用は適当

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

2 11



資料１－４

重点名 ○ ○ 区運営審議会委員意見
事業数

ねらい

評点区分

改善点

評価区分

＜コメント＞
いずれの事業も受講生から好評を得ているが、内容
や実施時期など良く検討が必要。

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

館長
評価

＜コメント＞
これからの超高齢社会を考えると、高齢者を対象とし
た事業を増やす必要がある。

Ａ 事業拡大 ・ Ｂ 現行どおり（見直し含む） ・ Ｃ 事業縮小 ・ Ｄ 事業廃止

1

● 評価の観点
【必要性】
　１．意図することが結果に結び付いている
　２．事業の目的が教育ビジョンや公民館の基本方針等に
　　　合致している
　３．市が税金をかけて行う必要がある
　４．事業の目的，成果から見て，対象や事業の狙いを見
　　　直す必要はない
　５．この事業を廃止した場合，支障がある
【有効性】
　１．達成度は満足できる
　２．成果指標の目標値を達成するために，事業内容や集
　　　団は適当だった
　３．他機関との連携が図られている
【効率性】
　１．この事業の成果に費やした労力は適当だった
　２．この事業の成果に費やした時間は適当だった
　３．この事業の成果に費やした事業費は適当だった
　４．参加者の実費負担額は適当だった

● 館長評価
　Ａ　事業の拡大
　Ｂ　現行どおり（事業の見直しを含む）
　Ｃ　事業の縮小
　Ｄ　事業の廃止

６．現代的課題を探り，解決を支援する事業

日々の生活に潤いと楽しみをもたらすよう、生きがい
づくりや仲間づくりの場・機会を提供する。

成果

評点

５．高齢者の学習や社会参加を支援する事業

超高齢社会を見据え、高齢者に学習機会を提供する
とともに、孤独になりがちな高齢者の積極的な社会
参加を支援する。

１事業 高齢者生きがい講座

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

無

企画委員
希望者数

受講者の満
足度(平均値）

80%

受講者の気
づき（平均値）

80%

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

必 要 性
（平均値）

4
来るべき超高齢社会を考える
と必要性は高い

有 効 性
（平均値）

4
高齢者の健康維持や安心安全
な生活に役立つ

効 率 性
（平均値）

4
施設使用料は減免で不要と
なっており、コスト削減は難しい

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

難しい話ではなく軽い運動や笑いなど高齢者が参加し
やすい内容となっており、この方向で良いと思う。

３事業 フラワｰアレンジメント，書道，絵手紙

目標値 結果 コメント

サークル
結成数

1
フラワーアレンジメント

企画委員
希望者数

3
フラワーアレンジメント
２、絵手紙１

受講者の満
足度(平均値）

80% 95%
フラワーアレンジメン
ト、書道、絵手紙

受講者の気
づき（平均値）

80% 58%
フラワーアレンジメン
ト、書道、絵手紙

その他成果
（品）及びそ
の活用等

評点 コメント

Ｄ

必 要 性
（平均値）

3.7
地域住民の要望が多く、必要
性は高い

有 効 性
（平均値）

3.3
充実した講座内容であり、満足
度は高い

４ 適切・十分　３ 概ね適切・十分　２ やや不適切・不十分　１ 不適切・不十分

「プチ書道」は年末の夜間開催で、人気の高い事業で
あり、参加希望者も定員を超えていることから、二期に
分けて開催するなど検討が必要。

1 2

効 率 性
（平均値）

4
受講生の実費負担は妥当な額
であった

Ａ Ｂ Ｃ



                                資料－２

平成３０年度 新潟市公民館事業の基本方針 

１ はじめに 

新潟市は、新潟市教育の大綱（対象期間：平成27年度～31年度）で、目指す市民の姿を

「生涯を通じて学び育つ、創造力と人間力あふれる新潟市民」とし、取り組みの方針に「学・

社・民の融合による教育の推進」を掲げました。また、新潟市総合計画「にいがた未来ビジ

ョン」（計画期間：平成27年度～34年度）では、目指す都市像の一つである「市民と地域

が学び高め合う、安心協働都市」を実現するために「学・社・民の融合による教育を推進す

るまち」を政策の一つに位置付けています。 

新潟市教育委員会は平成27年 3月、新潟市教育ビジョン第3期実施計画を策定し、生涯

学習の目指す方向を、「公民館などの学びの場を核とした、絆づくりと活力あるコミュニティ

の形成」と「現代的・社会的課題やライフステージなど一人一人の多様なニーズに応じた学

習機会の充実」、「学校での地域活動拠点づくりや職員の資質向上など、生涯学習・社会教育

の推進を支える基盤整備」と定めています。 

新潟市公民館は平成 22 年９月に「地域に出かけ、住民と一緒に考え、地域の絆づくりを

支援する公民館」を宣言しました。 

人口減少、少子・超高齢社会を迎え、子どもをはじめ高齢者まで誰もが健康で安心して暮

らせるまちづくりの必要性が高まっています。このような中、これからの公民館は、単に学

ぶ場だけではなく、地域課題や生活課題の把握に努め、これまで以上に地域に寄り添い、地

域づくり・人づくりに資する事業を展開することが重要となります。 

２ 基本方針 

(1) 学びを通じた地域の絆づくりとコミュニティ活性化 

 市民と地域が、学びを通じてつながりを深め、地域課題や社会的課題に取り組む人

材を育成し、地域に絆をつくり、コミュニティの形成と活性化に努めます。 

(2)  学・社・民の融合による地域の教育力の向上 

 学校、家庭、地域そして公民館等の社会教育施設が連携・協力しながら、地域社会

全体の教育力の向上に努めます。 

(3)  市民一人一人の多様なニーズに応じた学習機会の充実 

 子育てや家庭教育の支援、青少年の健全育成や高齢者の学習機会の充実など、各世

代の学びの場の提供と支援に努めます。 

３ 基本施策 

 (1) 地域コミュニティ活動の活性化を支援 

(2) 学・社・民の融合による人づくり、地域づくりの推進 

(3) 家庭における教育力向上の支援 

(4) 青少年の生きる力を育む機会の充実 

(5) 高齢者の学習支援や社会参加の促進  

(6) 現代的課題を探り、問題解決を促す学習機会の提供 

４ 事業実施と評価 

各公民館は、基本方針を基に地域の実情やニーズにあわせた事業を実施し、事業実施後は、

事業の内容や成果について評価を行い、今後の公民館事業の充実を図ります。 







資料３－２
小須戸地区公民館 ※ NOの網掛けは新規事業です。

学校
地域教育ｺｰ
ﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

コミ協・自治
連・老人会

活動協力員
（人）

1 にいがたボケ１スリッパ卓球大会 スリッパ卓球による新潟県大会（競技７種目） 1 総合 1 午前・午後 3月 ○ ○ 実行委員会・スポーツ
振興会・スリッパ卓球ク
ラブ

2 こすどクッキング教室
食育・料理の基本を学ぶ(おはよう朝ごはん料理講習会・男性の料理教
室）

2 総合 4 午前 6～7月 ○ 小須戸ｺﾐ協・食生活改
善推進委員

3 楽しいフラダンス　part2 穏やかな運動による健康増進と仲間作り 1 成人 4 夜間 5～6月 ○ 小須戸コミ協

4 語り継ぐ小須戸の文化 地域の魅力を再発見する 1 成人 3 午前 10月 ○ ○ 小須戸コミ協・山の手コ
ミ協

5 世代間交流事業 祖父母と孫で伝統行事を学び共通の体験をする（門松づくり・餅つき） 2 総合 2 午前 12月 ○ ○ ○ 山の手コミ協

○6 新津南高校開放講座 土曜日開催、新津南高校で教諭による教養講座と実技指導 1 成人 5 午前 8～11月 新津南高校

7 冬でも花いっぱい運動 花の植栽作業による学校・地域団体の連携強化 2 総合 2 午前 10～11月 ○ 小須戸コミ協・山の手コ
ミ協．小須戸小・矢代
田保3. 家庭の教育力の向上を支

援する事業
○8 家庭教育力アップ講座 園児の保護者を対象にした家庭教育向上の講演会及び子育て情報交換 1 成人 1 午前 6～2月 小須戸幼稚園

○ ○9 やってみよう科学実験 科学実験を通じて子どもたちが自ら考え創造する力を育む 2 少年 2 午前 8月 ○ 新潟薬科大学

10 夏に負けない　スポーツ体験
夏休み期間中，学童のひまわり児童を対象に，狭い館から出て体を動か
すスポーツ体験を実施する

2 少年 2 午前 8月 ○ ○ 小須戸・山の手ひまわ
りクラブ・スポーツ振興
会

11 ディキャンプ 長期の休みを利用した子どもの体験学習 1 少年 1 午前 8月 ○ ○ 山の手コミ協

12 夏休み勉強部屋オアシス 小中高校生を対象とした夏休み期間中の勉強部屋 1 少年 14 午前 7～8月 ○ 小須戸まちづくりセン
ター

13 高齢者生きがい講座 生活に潤いと楽しみを感じてもらう行事を開催 1 高齢者 1 午後 7月 ○ 小須戸高齢者クラブ協
議会

14 小須戸健康塾（高齢者学級）
高齢者が元気で社会と関わりをもつように促すとともに、生きがいを持てる
ようにする

1 高齢者 3 午前 6～11月 ○ 小須戸高齢者クラブ協
議会・山の手コミ協

15 小須戸　花の教室 花と緑の小須戸地域。花の歴史や花の文化について学ぶ 1 成人 3 午前 4～6月

16 プチ書道教室
社会生活において筆を使う場面は少なくない。ビジネスマナーの一環とし
て書道を学ぶ

1 成人 2 夜間 11～12月

17 輝くあなた　生活講座 これからもずっと輝いているための身体、心、生活の整え方を学ぶ 1 成人 3 夜間 8～10月

7.その他 18 体験！ニュースポーツ入門 三世代で様々なスポーツに挑戦 1 総合 4 午前・夜間 8月、2月 ○ スポーツ振興会・スリッ
パ卓球クラブ

19 小須戸地区市民展 地域住民による作品展示 1 総合 2
午前・午
後・夜間

○11月 ○ ○ 小須戸文化協会

20 小須戸地区芸能祭 地域住民による芸能発表会 ○1 総合 1 午前・午後 11月 ○ ○ 小須戸文化協会

21 小須戸地区囲碁・将棋大会 参加者の技術向上と囲碁・将棋の交流を図る。 1 総合 1 午前・午後 11月
小須戸囲碁将棋愛好
会

22 こすど地区公民館報の発行 公民館や地域の明るい話題や情報を紹介 1 総合 12 午前 通年 公民館報編集委員

27 73 5 4 10 －

平成３０年度 事業計画

合　　　　　計

連　　　　　　　携
特記事項

4．青少年の生きる力を育む
事業

1. 地域コミュニティ活動の活
性化を支援する事業

2．学・社・民の融合による人
づくり、地域づくりを推進する
事業

5.高齢者の学習や社会参加
を支援する事業

6．現代的課題を探り，解決を
支援する事業

重点化 時間帯 実施予定月№ 事業名 事業の目的・主旨
開設
数

対象 回数


